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２０２２年度調整力の確保に関する計画の取りまとめについて
（報告）

２０２２年 ６月２８日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第74回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料5
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31．2022年度向け調整力公募について

◼ 2022年度向けの調整力公募については、前年度と同様に、電源Ⅰ-a、電源Ⅰ-b※、電源Ⅰ´、電源Ⅱ-a、電源
Ⅱ-b、電源Ⅱ´の計6区分で募集が行われた。

※電源Ⅰ-bは2エリア（関西、沖縄）で募集

電源Ⅰ－ａ：電源Ⅰ周波数調整力
電源Ⅰ－ｂ：電源Ⅰ需給バランス調整力
電源Ⅰ´：電源Ⅰ´厳気象対応調整力

電源Ⅱ－ａ：電源Ⅱ周波数調整力
電源Ⅱ－ｂ：電源Ⅱ需給バランス調整力
電源Ⅱ´：電源Ⅱ低速需給バランス調整力

出所）第68回制度設計専門会合 (2021年12月21日) 資料5
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/068_05_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/068_05_00.pdf


4（参考）電源Ⅰ公募結果

出所）第73回制度設計専門会合 （2022年5月31日）資料9-1
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf


5（参考）電源Ⅱ公募結果

出所）第68回制度設計専門会合 （2021年12月21日）資料5
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/068_05_00.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/068_05_00.pdf


6（参考）電源Ⅰ´公募結果

出所）第73回制度設計専門会合 （2022年5月31日）資料9-1
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf


72．調整力の確保に関する計画について

◼ 調整力の確保に関する計画とは、送配電等業務指針 第24条に基づき、毎年、一般送配電事業者が当該年
度の開始前に、当該年度の月別の調整力の確保の計画を立て、広域機関に提出するもの。

※公募により調達した調整力の定期点検、補修等による計画停止を考慮して月別の計画を作成

◼ 当該計画には、①調整力の必要量、②調整力の具体的内容、③調整力を必要とする理由を記載。

◼ 広域機関は、供給計画および本計画により調整力が十分確保されているか確認するとともに、今後の調整力の在
り方に関する検討にこれらの情報を活用する。



8（参考）供給計画と調整力の確保に関する計画について

◼ 供給計画のうち、様式32第3表の月別の最大電力供給計画表では、エリアの供給力のうち、供給予備力の内数として、一般送
配電事業者による調整力確保量（電源Ⅰで確保したもの）が記載される。

◼ 調整力の確保に関する計画では、調整力として活用を予定している電源等（電源Ⅰ・Ⅰ´・Ⅱ）の内訳（ユニット毎の確保量）、
種類、スペック等を記載する。
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9２－１．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

各一般送配電事業者の電源Ⅰの確保量

◼ 2022年度各月の電源Ⅰの確保量としては、各エリア概ね必要量を確保している。
◼ 中部エリアの3月においては必要量（７％）を下回っているものの、「安定供給には支障はない」という見解を確

認している。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道
348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 
8.8 9.7 9.8 8.6 8.4 8.9 8.9 7.7 7.2 7.0 7.0 7.7

東北
930 767 877 941 941 941 771 812 922 941 941 941 

8.8 7.8 8.3 7.4 7.2 8.0 7.4 7.0 7.1 6.9 7.0 7.7

東京※1 3,037 3,344 3,346 4,400 4,375 4,247 4,006 2,966 4,201 4,286 4,575 4,180 
7.9 9.1 8.0 8.2 8.1 9.3 10.4 7.4 9.5 9.0 9.6 9.6

中部 1,289 1,517 1,684 1,731 1,731 1,731 1,544 1,712 1,730 1,729 1,731 1,279 
7.0 8.1 8.2 7.0 7.0 7.4 7.8 8.8 7.8 7.4 7.4 6.2

北陸
3,900 3,635 4,015 4,950 4,950 4,410 3,775 4,135 4,730 5,110 5,110 4,565

8.4 7.0 7.2 7.2 7.1 7.5 8.7 8.2 7.5 6.9 6.9 7.4

関西
1,374 1,511 1,699 1,963 1,942 1,739 1,185 1,370 1,856 1,932 1,863 1,679 

7.5 8.1 8.0 7.2 7.1 7.4 6.2 7.1 7.8 7.7 7.4 7.8

中国
645 590 576 725 725 654 590 598 719 725 725 639 

8.5 7.9 7.0 6.9 6.9 7.0 7.5 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0

四国
376 376 376 376 376 376 335 292 323 323 323 292 

10.9 11.0 9.6 7.6 7.6 8.7 9.3 7.9 7.0 7.0 7.0 7.2

九州 718 837 894 1,061 1,061 915 852 813 1,002 1,014 1,014 859 
7.0 8.0 7.5 7.0 7.0 7.0 7.6 7.1 7.0 7.0 7.0 7.0

沖縄
203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 

21.9 18.5 15.2 15.0 14.7 14.8 16.9 19.7 22.9 22.0 22.2 24.1

上段：確保量（千kW）、下段：2022年度供給計画の第１年度各月における最大３日平均電力（離島除く）に対する確保量の割合（％）
※1 東京エリアにおいては、「特定立地電源」（289千kW）含む



10（参考）中部エリアにおける2022年度3月の電源Ⅰ確保状況について（1/2）

中部電力パワーグリッド提供資料



11（参考）中部エリアにおける2022年度3月の電源Ⅰ確保状況について（2/2）

中部電力パワーグリッド提供資料



12（参考）2023年度調整力公募における電源Ⅰ-a必要量の考え方

出所）第71回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年3月22日)資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_71_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_71_04.pdf


13（参考）2022年度向け調整力公募における電源Ⅰ募集量について

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料5（赤枠追記）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf


14（参考）2022年度向け調整力公募における沖縄エリアの電源Ⅰ募集量について

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_04.pdf


15（参考）電源Ⅰ必要量と想定需要について

◼ 2022年度の電源Ⅰ必要量（沖縄エリア以外）については、原則、2021年度供給計画の第2年度における想
定需要（離島除く）をもとに算定し、その結果に基づき電源Ⅰを公募調達している。

◼ そのため、2022年度供給計画の第1年度の想定需要に対する確保量の割合は募集量[％]を下回ることもある。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

2021年度供給計画（第2年度） 4,972 13,445 53,338 24,720 4,910 27,360 10,328 4,930 15,102 1,366

2022年度供給計画（第1年度） 4,982 13,644 53,761 24,850 5,110 27,390 10,448 4,940 15,159 1,383

※北海道・東北・北陸は1月、それ以外のエリアは8月の想定需要想定需要（離島除く） （単位：千kW）

出所）第62回 調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会
(2021年6月18日)資料5（抜粋）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiry
oku/2021/files/chousei_62_05r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf


16（参考）2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量と想定需要に対する割合（１）

定期点検、補修等による計画停止
（月平均値として考慮）

確保量
電源Ⅰ

容量合計

※年間停止計画日数が各一般送配電事業者が指定する年間
停止可能日数を超過する場合は応札量を「365日－年間停
止可能日数」で除して「365日－年間停止計画日数」を乗じた
値を、応札量とみなして評価することから、月別の確保量におい
ては落札量を超過することもあり得ることに留意。

※2022年度供給計画の第１年度各月における最大３日平均電力（離島除く）に対する確保量の割合（％）

各エリアの年間最大需要月の電源Ⅰ確保量を示す



17（参考）2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量と想定需要に対する割合（２）

※2022年度供給計画の第１年度各月における最大３日平均電力（離島除く）に対する確保量の割合（％）



18（参考）2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

各一般送配電事業者の電源Ⅰ確保量と想定需要に対する割合（３）

※2022年度供給計画の第１年度各月における最大3日平均電力（離島除く）に対する確保量の割合（％）



192－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

各一般送配電事業者が契約した電源Ⅱの出力変動幅

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道
3,228 3,267 3,192 3,285 3,015 2,957 3,302 3,505 3,576 3,589 3,547 3,424 

81.9 91.2 89.6 81.1 72.4 75.8 84.2 78.0 74.0 72.0 71.8 75.9 

東北
5,568 4,499 4,440 5,944 5,932 5,383 5,376 5,280 5,849 6,327 6,502 5,701 

52.9 46.0 41.9 46.9 45.6 46.0 51.9 45.4 44.9 46.4 48.4 46.7 

東京
16,281 15,491 15,957 19,789 19,721 19,508 16,197 15,638 19,017 20,246 20,687 19,358 

42.2 42.1 38.0 36.8 36.7 42.7 42.0 39.0 42.9 42.5 43.4 44.6 

中部
8,374 7,985 8,449 8,919 8,741 9,015 8,510 8,782 9,363 9,799 9,987 9,294 

45.3 42.7 41.3 35.9 35.2 38.5 42.9 45.1 42.4 41.8 42.6 44.8 

北陸
2,826 2,624 2,795 3,284 3,420 3,189 3,055 3,068 3,399 3,390 3,431 3,272 

72.5 72.2 69.6 66.4 69.1 72.3 80.9 74.2 71.9 66.3 67.1 71.7 

関西
6,856 6,398 7,420 7,425 7,096 6,725 5,625 5,990 6,597 7,261 7,661 7,763 

37.3 34.5 34.9 27.1 25.9 28.7 29.4 30.9 27.9 28.9 30.5 36.1 

中国
2,932 2,704 3,158 3,611 3,411 3,208 2,838 3,064 3,452 3,509 3,482 3,120 

38.7 36.1 38.4 34.6 32.6 34.4 36.3 35.9 33.6 33.8 33.6 34.2 

四国
2,103 2,098 2,139 2,361 2,352 2,359 2,078 2,142 2,135 2,150 2,152 2,162 

61.1 61.2 54.6 47.8 47.6 54.6 57.4 57.9 46.3 46.6 46.7 53.5 

九州
5,972 6,124 6,372 6,671 6,499 6,201 5,162 5,365 6,068 6,179 6,092 4,642 

58.3 58.8 53.8 44.0 42.9 47.4 46.3 47.1 42.4 42.6 42.0 37.8 

沖縄
670 798 849 941 1002 960 979 880 837 812 807 868 

72.5 72.8 63.5 69.7 72.4 69.9 81.7 85.6 94.4 88.0 88.2 103.1 

上段：出力変動幅（千kW）、下段：2022年度供給計画の第1年度各月における最大3日平均電力（離島除く）に対する出力変動幅の割合（％）

◼ 各一般送配電事業者が契約した電源Ⅱの各月出力変動幅は、2021年度とほぼ同等となっていることを確認し
ている。

◼ 2021年度において、各月出力変動幅が3割以下となるエリアも存在していたため、運用に支障を生じないか状況
を注視していくこととしていたが、これまでのところ運用上の支障は確認されていない。引続き状況を注視していく。



20
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2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

2022年度8月における最大3日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合（１）

◼ 次ページ以降のグラフは2022年度8月におけるエリア供給力の内訳（「電源Ⅰの確保量」、「電源Ⅱの出力変動
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※定期点検等による計画停止を考慮した１ヶ月の平均値



212－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

2022年度8月における最大3日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合（２）

北海道 東北 東京 中部

◼ 2022年度供給計画第1年度8月の最大3日平均電力（離島除く）に対して、電源Ⅰ、Ⅱの割合としては、各エ
リア50％以上確保している。

◼ 中給からオンライン制御可能な電源Ⅱの契約量は前年比0.5％減となっている。引き続き状況を注視していく。

※％値は2022年度供給計画第1年度8月の最大3日平均電力（離島除く）に対する値



22

北陸 関西 中国 四国

2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

2022年度8月における最大3日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合（３）

※％値は2022年度供給計画第1年度8月の最大3日平均電力（離島除く）に対する値



23

九州 沖縄

2－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

2022年度8月における最大3日平均電力に対する電源Ⅰ・Ⅱの割合（４）

※％値は2022年度供給計画第1年度8月の最大3日平均電力（離島除く）に対する値



242－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

電源Ⅰ・Ⅱの種別ごとの確保量ならびに構成比

●電源Ⅰの構成（2022年8月における全国計）

構成比確保量

構成比出力変動幅

※１：コークスガス／LNGやLNG／重原油等の混焼発電設備や代替電源等

◼ 2022年度の調整力の確保に関する計画における電源Ⅰ・Ⅱの種別ごとの確保量ならびに構成比において、電源
Ⅰは主に揚水・石油火力・LNG火力が占めている。

※下記グラフは、2022年度8月における一般送配電事業者による電源Ⅰの確保量と電源Ⅱの出力変動幅を積み上げたものであ
り、実需給断面で調整力として活用する電源の構成は、年間計画段階で把握することはできない。

●電源Ⅱの構成（2022年8月における全国計）

（単位：千kW）

（単位：千kW）



252－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

（参考）2021年度 電源Ⅰ・Ⅱの種別ごとの確保量ならびに構成比

◼ 電源Ⅰ・Ⅱの種別ごとの確保量と構成比については、2021年度と比較しても、大きな変化は無かった。

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_03.pdf


262－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

電源Ⅰの出力変化速度

◼ 電源Ⅰ－a・Ⅱ-aの出力速度は、昨年度と同様に周波数制御・需給バランス調整に必要な要件を満たした電源が
落札されている。

※１：コークスガス／LNGやLNG／重原油等の混焼発電設備等
※２：LFC（AFC）変化速度、出力帯等により出力変化速度が異なる場合は最大の出力変化速度



272－1．電源Ⅰ・Ⅱの確保状況

（参考）2021年度 電源Ⅰの出力変化速度

◼ 2021年度と2022年度を比較すると、出力変化速度は同様の分布となっている。

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_03.pdf


28２－２．電源Ⅰ´の確保状況

各一般送配電事業者の電源Ⅰ´の確保量

◼ 電源Ⅰ´の必要量については、2022年度公募より各エリアH3需要の３％を調達と整理された。

◼ 各月の電源Ⅰ´確保量としては、必要な量を必要な時期に確保できている。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道 0.0 0.0 0.0 103.0 103.0 103.0 0.0 0.0 103.0 103.0 103.0 0.0 

東北 0.0 0.0 0.0 403.0 403.0 403.0 0.0 0.0 403.0 403.0 403.0 0.0 

東京※1 0.0 0.0 0.0 953.0 953.0 953.0 0.0 0.0 953.0 953.0 953.0 0.0 

中部 0.0 0.0 0.0 727.7 727.7 727.7 0.0 0.0 727.7 727.7 727.7 0.0 

北陸 0.0 0.0 0.0 142.0 142.0 142.0 0.0 0.0 142.0 142.0 142.0 0.0 

関西※2 18.0 18.0 18.0 806.1 806.1 806.1 18.0 18.0 806.1 806.1 806.1 18.0 

中国 0.0 0.0 0.0 282.0 282.0 282.0 0.0 0.0 282.0 282.0 282.0 0.0 

四国 0.0 0.0 0.0 126.0 126.0 126.0 0.0 0.0 126.0 126.0 126.0 0.0 

九州※3 0.0 0.0 0.0 338.8 338.8 338.8 0.0 0.0 338.8 338.8 338.8 0.0 

沖縄※4 0.0 0.0 70.0 70.0 70.0 70.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

●電源Ⅰ´の確保量（単位：千kW）

※1 東京エリアにおいては、「特定立地電源」（289千kW）含む

※2 関西エリアにおいては、「関西国際空港島に立地していることが必要な電源」（18千kW）含む

※3 九州エリアにおける確保量については、追加募集分を反映している（以降の数値も同様）

※4 沖縄エリアの必要量は70千kW（H3需要比率5.2％）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

1,322 2,030 4,283 4,758 3,952

●電源Ⅰ´確保量の全エリア合計※5（単位：千kW）

※5 募集エリアは、2018年~2019年度は

東北、東京、中部、関西、九州の５エリア



29（参考）電源Ⅰ´募集量について

年度＼エリア 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

2018 ー 82.0 340.0 312.0 ー 270.0 ー ー 318.0 ー

2019 ー 150.0 300.0 277.0 ー 1010.0 ー ー 254.0 ー

2020 770.0 262.0 704.0 449.0 50.0 1226.0 106.0 122.0 497.0 101.0 

2021 742.0 479.0 731.0 465.0 56.0 827.0 267.0 72.0 489.0 106.0 

2022 103.0 403.0 664.0 657.0 142.0 792.0 282.0 126.0 414.0 70.0

●各エリア電源Ⅰ´募集量（単位：千kW、電源Ⅰ´必要量からOP分などを控除）



30（参考）電源Ⅰ´必要量の考え方について

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf


31（参考）電源Ⅰ´必要量の考え方について（沖縄エリア）

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf
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2018年度
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2021年度

2022年度

確保量

需要制御 需要制御＋自家発 自家発 石油 ＬＮＧ 揚水式 ポジアグリ その他

2－2．電源Ⅰ´の確保状況

電源Ⅰ´の種別ごとの確保量ならびに構成比

◼ 2022年度の調整力の確保に関する計画における電源Ⅰ´の種別ごとの確保量ならびに構成比としては、需要抑
制（需要制御、自家発）が占める割合は54%程度となった。

◼ 2021年度と比べ、 需要抑制の確保量は約37万kW程度増加している。また、全体に対して占める割合も約
17%程度増加した。

◼ 2022年度より逆潮流（ポジワット）アグリゲーションの参⼊が認められ、全体に対して占める割合は５％程度という
結果となった。

●電源Ⅰ´の構成（全国計） （単位：千kW）

※1 ここでの「需要制御」とは需要機器の出力を落とし、受電点における受電電力を減少させる需要抑制を示す
※2 「自家発」とは受電点における受電電力を自家発によって減少させる需要抑制を示す
※3 都市ガス、黒液、バイオマスなど

※3

327.3

※1 ※2

69.9%

39.8%

27.4%

25.5%

37.3%

需要制御＋自家発1.3%

需要制御＋自家発：1.5%

需要制御＋自家発2.7%

需要制御＋自家発1.1%

1.6%

自家発：1.5%

自家発：2.7%

自家発：2.1%

10.3%

15.1%

11.1%

39.6%

40.3%

23.1%

18.5%

11.6%

4.6%

12.0%

16.8%

9.1%

4.7%

11.8%

15.6%

16.3%

4.3%

5.4%

6.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

構成比

需要制御 需要制御＋自家発 自家発 石油 ＬＮＧ 揚水式 ポジアグリ その他
※1 ※2 ※3



33（参考）電源Ⅰ´公募結果

出所）第73回制度設計専門会合 （2022年5月31日）資料9-1
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/073_09_01.pdf


342－2．電源Ⅰ´の確保状況

電源Ⅰ´のうち需要抑制における指令受信から調整完了までの時間

●電源Ⅰ´のうち需要抑制における指令受信から調整完了までの時間（2022年度、全国計）

◼ 2022年度の調整力の確保に関する計画において、電源Ⅰ´のうち、需要抑制（需要制御、自家発）の指令受
信から調整完了までの時間としては、指令受信から調整完了まで180分かかるものが大宗を占めることを確認した。
※一般的なスペックを示すものではなく、電源Ⅰ´として契約したスペックであることに留意。

確
保
件
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件]

確
保
電
力
［
千
ｋ
Ｗ
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25
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52

2

1 5



352－2．電源Ⅰ´の確保状況

電源Ⅰ´のエリア外調達

◼ 電源Ⅰ´のエリア外調達量の合計は55.3万kW、全体の調達量395万kWに対する割合は約14％程度であり、
昨年度より調達量、全体に対する割合（2021年度：48.4万kW、全体の10％程度）ともに増加した。

北海道
エリア

東北
エリア

東京
エリア

北陸
エリア

中部
エリア

関西
エリア

中国
エリア

四国
エリア

九州
エリア

171

13.7

エリア エリア外調達量
(単位：千kW）と調達先

エリア調達量
に対する割合

東北 210.4（北海道） 52%

東京 119.9（東北） 13%

中部 4.8（東京）
24%

171（関西）

関西 13.7（北陸) 2％

九州※ 1.0（中国）
10％

32.0（中部） 142

103

403

953728806

126

282339

【電源Ⅰ’の広域調達結果】

赤字：2022年度のエリア外調達量
円内：電源Ⅰ´調達量
単位：千kW

沖縄
エリア
70

119.9

2021年度 2022年度

484.5 552.9

【電源Ⅰ’の広域調達結果合計（千kW）】

増
加

210.4

4.81.0

32.0

※四捨五⼊により、左記と合計に0.1千kWの差有

※九州エリアにおける確保量については、追加募集分も含んでいる。



36（参考）電源Ⅰ´のエリア外調達における連系線容量の確保について

出所）第62回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2021年6月18日)資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_62_05r.pdf


37まとめ

◼ 一般送配電事業者が募集量を設定して公募する電源Ⅰ、電源Ⅰ´については、要件を満たした電源等が募集
量に対して概ね不足することなく、確保されている。

◼ 中部エリアの３月における電源Ⅰ必要量の未達についても、運用上問題ないという見解を確認している。
◼ 調整力のスペック等については、2021年度から大きな状況変化は無かった。


